
III. 教育活動の概観

本所は研究活動と共に教育活動にも菫点をおいて活躍している．すなわち，本所は東京

大学大学院の工学系，理学系教育の一部を担当し，ほとんどすべての教官が本学の本郷キ

ャンパスにおいて講義や演習を行なうほか，本所においては研究，実険などの実地教育を

行なっている．現在本所教官の指尊を受けている大学院学生は 46年度において修士諜租

115名，博士課程 63名である．これらの教育は当研究所の第一線の研究と融合し，わが

国の将来をになう研究者，教育者，高級技術者として社会に送り出されている．

上記のように，高級技術者の義成も本所の使命の一つで，大学院制度によるもののほか

受託研究員，研究生等の制度があって， これらの研究員，研究生は各研究室において一定

期間ある事項について研究に従事したり，研究や実険を助けつつ技術を修得し，社会に送

り出されている．

そのほか教育活動の一環として高級技術者を対象とした請習会を本所の外郭団体生産技

術研究奨励会の主催，本所の協力で毎年開催している．

1. 大 学 院

本所の教官の関係する大学院コースは工学系研究科中の土木工学，建築学，機械工学，

産業搬械工学，舶用機械工学，精密機械工学，船舶工学，電気工学，電子工学，物理工学，

工業化学，合成化学，化学工学，各専門諜揺および理学系研究科の物理学課程で

あり，昭和 46年度において次表のような講義および演皆などを担当している．

x月Hま隔年

n-
’
ャ
ょ

j 当 授業 科 日

工学系

A. 土木工学

写真測鼠，測鼠学演翌，土木工学演習 (I), (II) 

水文学特論，河川工学特論，河海工学実験および浪習 (I), (II) 

応用力学特論 (II),土木工学実験および演習 (I), (II) 

土買工学特論 (III), 土買工学実験および演習 (I), (II) 

鉄筋コンクリート工学特論 (I),鉄筋コンクリート工学実験および演背 (I),
(II) 

耐震構造特論，土木解析法，土木構造実験および演習 (I), (II) 

土木解折法，交通路工学特論 (I),交通および都市計画実験および演習 (I)

写兵測批，土木解析法，測批学演習

B. 建築学

環境調整工学 (III) I教授 I勝田高司

既名 氏 名

教授丸安隆和
,, 井口昌平

" 久保度三郎

助教授 三木五三郎

II 小林一輔

,, 
II 田村菫四郎

" 越 正毅

II 村井俊治
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建築計固学 (IIT)

建築椙造学（訳）

環燒凋整工学 (IV)

建築史学 (I¥う

建築構造学 (¥'ll)

建築計両学 (I¥「)

建築構造学 (V)

建築梢造学 (JX)

C. 機械工学

塑性学特論，機械工学演曹（材料力学B)

材料強度論

塑性加工学特論，工作法演習 (A)

車両工学特論 (A),機械工学特別実険および演習，熱恨閃油密 (B)

流体力学特論 (A), 搬祓工学特別実談および演習（流休力学演習A)

饒械授勁学 (B), 披械工学特別演習 (I), (JI), 機械工学特別実験

機械扱勁学 (B), 帳械工学特別演習 (I), (機械力学B)

塑性加工学特論，工作法演習 (A)

材料力学演習 (B)

D. 産業機械工学

原子力楓械工学，板械工学特別演習 (I), (機械力学C)

工作概械特麿，機械工学特別演習 (I), (エ作法B)

E. 舶用機械工学

応力測定法A,有限要素法

応力測定法A

，教授 i池辺 記.; 

I ” 用中 尚

I/ '万井姻光

助教授 I村松貞次郎
II 川股可也

” 瞑 吹司

’’ i岡田恒男
,, 

高型現一

教授 山田嘉昭

’’ 北川突夫

’’ 鈴木 弘

” 平尾 収

’’ 万原符男

； ” 亘理 厚

助教授 大野進一

’’ 木内 学

” 中桐 泄

教授 柴田
蛸'' 

助教授 佐諾古芳

教授

II 

” 内燃機関特論

ガスターピン，械械工学特別実険 (I), 機械工学特別演習 (I) i // 

大井光四郎

北川芙夫

平尾 収

水町畏牛

中桐 鷲

棚沢一郎

有限要素法 助教授

伝然工学特論，機械工学特別演苦 (I), (熱B), 楓械工学特別実険 (I) I " 
F. 精密機械工学

X(¥』1詞工学，梢密工学特別演習 (J), (II), 栢密工学特別演祖 (I-lII) i教 投

(I), (II), 梢密工学特別演習 (I-皿）， I " 
大鳥康次郎

松永茫久

(I'IT), 精密工学特別実験 (I), 梢密工学特別研究 01助教授 I中川 咸椎

G. 船舶工学

応用晶定法，恐舶工学演習，船咀工学実験

弾性学， X構造力学特論，船珀工学実験および演習皿

船舶工学実険大要

H. 電気工学

応｝廿詞徊工学，電気工学特別実験，霞気工学演習，屯気工学論文輪講 (I),(II) 

電気通信工学演習，這気通

結品物性工学

教授高楢幸伯
II 川井患彦

助教授 前田久明

教授 沢井善三郎

” 森脇義雄

” ，尾上守夫

這気工学特別実験，電気工学演習，電気工I ,, 河村達椎

応用制卿工学，屯気工学特別実験，電気工学演習，電気工学論文恰講(I),(rr)I助教授 i1J1D 楠堆

Xデイジタ）レ回路構成論， 9影気通信工学特別実験，電気通倍工学演習，屯気通! ,, 
信工学論文翰謁 (I),(JI) 

！高羽禎椎
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電気工学特別実験，電気工学演習，電気工学論文恰講 (I), i助教授 i原島 文雄

I. 電子工学

レクトロニクス，電子工学論文輪講 (I), (II)電I教授 I斎芸成文

II ¥ 渡 辺 勝

詔音波工学特論 II 尼上守夫

電子工学論文輪濾 (I), (II), 電子I II I安遠芳夫

” 浜崎

テレメータ工学，霞子工学特別実験，電子工学演習，電子助教授 安田 靖彦
(II) 

レクトロニクス，電子工学特別実験，電子工学演習， I II 箇井 阻一
(II) 

テレメータ工学，電子工学特別実験，霞子工学演習，電子！ ” 高木 幹雄
(II) 

制徊• システム諭B I II 原闘 文雄

電子工学論文輪謁 (I), (II), 霞子工学実験，電子エI II 生均 俊明

Xオートマトンと言語，這子工学特別実険，電子工学演習，電子工学麿文恰詞' ,, 浜田 ヌヘ

'"' (I), (JI) 

J. 物理工学

超音波工学，応用物理学恰講 (I), (JI), 応用物理学実験および演習

光学機械特諭，応用物理学給講 (I), (JI), 応用物理学実験および演習

(I), (JI), 応用物理学実験および演習，応

波動光学特論，応用物理学恰講 (I), (II), 応用物理学実険および演習

x物理音筈学，応用物理学輪構 (I), (II), 応用物理学実験および演習

Iふ原子力工学

放射性同位元索工学

L. 冶金学

非破壊検査法，応用X線工学実験，冶金学特別実験 (I)

放射性同位元素冶金学，合金学実険 (I)

製鉄特論，鉄冶金学実験 (II), 冶金学特別実験および冶金学演習

合金学特論 (II), 合金学実験 (1)

非破壊検査法，応用X線工学実験，冶金学特別実験および演習

粉末冶金学，合金学実験 (1)

特殊金属製錬特論，電解電熱製錬実験 (II)

転位運動論，合金学実験 (I)

鉄冶金学実験 (II), 冶金学特別実険および演習

l¥i. 工業化学

工業物理化学特論，工業化学特別実験，工業化学特別演習

ガラス特論，工業化学特別実験，工業化学特別演料

無機工業分析化学特論 (I),工業化学特別実験，工業化学特別演羽

工業光化学特論，工業化学特別実険，工業化学特別演習

有機工業分折化学特冷 (ill), 工業化学特別実験，工業化学特別演習

x固体化学特論，工業化学特別実険，工業化学特別演習

教授鳥飼安生

" 小瀬輝次

”辻泰

助教授小倉碧夫

” 根岸膀雄

敦授 I加菌正夫

教授一色貞文

” 加藤正夫

II 餡 充

II 西川緒一

助教授本間禎一

II 原善四郎

II 明石和夫

I/ 石田洋一

II 中根千富

教授 1 野崎 弘

" I今岡 稔

" I武l慕義一

助教授 1本多健一

,, i早野茂夫

”！高栖 浩
I 
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N. 合成化学

有機合成化学特論 (JI),合成化学特別実験 (I), (JI), 合成化学特別演習
(I), (JI) 

x無機製造化学特論，合成化学特別実験，合成化学特別演習

x有楓製造化学特論，合成化学特別実験 (I), 合成化学特別演習

芳香族化学 (JI),合成化学特別演習，合成化学特別実験 (I)

x化学反応特論 (JI),合成化学特別演習，合成化学特別実険 (I)

有機合成化学特論 (llI), 合成化学特別実験 (I), 合成化学特別演習 (I)

0. 化学工学

界而化学工学特論，プロセス設計特論，化学工学特別実験 (I), (JI), 化学
工学特別演習 (I-VI)

化学工学特別実験 (I), (JI), 化学工学特別演習 (I-VI)

理学系

A. 物理学

物理学特別演習

B. 相関理化学

物性物理化学特論 (I)

教

'II  

i // 
：助教授
' 'II  

” 

教

講

授

授

師

浅原

山辺

中村

後藤

妹尾

白石

鈴木

照三

武郎

亦夫

信行

学

振作

河添邦太朗

韮之

瀬

尾

妹

、.皮

<t,

'~99 
授

授

教

教

助

9
9
t
,
1
1
,
'
,
 
•• 

-

文雄

学

本所の教官に指迎をうけ本所において研究に従事している大学院学生のうち，本年度に

おいて博士および修士課程を修了した者の氏名，研究題目は次のとおりである．

博士課程

氏 名

松本

森田

柴田

永井

福田

上原

木村

高野

円谷

下田

伊吹

下里

学

学

学

学

工

工

工

廿

”
築
”
”

木

械

和

土

建

機

船

久

之

一

彦

一

男

彦

徳

綽

耕

吉

収

一

盟

忠

和雄

阻久

忠之

康之

学

学

学
化

化
業

成

金冶

工

合

i職名 I

二相系複合材料の力学的挙動に関する基礎的研究教授 久保襄三郎

都市における交通機関選好特性に関する研究 助教授越 正毅

円筒殻の非線型振動に関する研究 ，， 1川股 璽也

高速引張試験に関する研究 1教授 I山田嘉昭

ランダム荷軍下の網板中の疲れき裂特性 I 
” 1北川英夫

平面推力すべり軸受の流体潤滑に関する研究 ＇ ’’’ 置原智男

簿肉構造の有限要素解折の研究 ］ ” ；高橋幸伯
I { ,, I川井忠彦

電子工学 I菱波領域における金属クラッド誘電体板線路の研I ,, I浜崎製二

鉛合金の時効に関する研究 ” 
有機固体内の電子の移動に関する研究 1 助教授

ヘキサメチ）レリン酸トリアミド系における遠元反1教 授
応の研究

エボキシ化合物に関する研究 i助教授

諜 E£ 矛

” 

論 文 題 目 指郡教官

西川

本多

浅原

妹尾

精一

健一

照三

学

修士課程

I課程 I 論文題目 1職名 1

雨宮栄一郎！土木工学凰厄板要素を主体とする立体構造系の解折 ］教授 l久保度三郎

北村 塁 I ,, I横断歩道梢の耐震性に関する研究
I I " " 

濃添元宏 I " I都市間旅客の交通機関選好特性についての研究I助教授 I越 正毅
I （東海道を例とした場合） I 

氏 名 指導教官
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小笠原正治’土木工学沈埋トンネルの変位に及ぼす周辺の土の堅さの影助教授 田村重四郎
孵について

池田耕一建築工学建物近傍の汚染物の拡散に関する研究 教授勝田高司

服 部太一 II 建築とモデルー建築設計におけるモデル的方法え ” 池辺 四
のアプローチ

野々瀬暁 II 高附集合住宅におけるシステム研究ー計画フロー II 池辺 悶
に関する研究一

商山 賊 // I有限要素法によるクリープ解折 助 教授川股重也

望月 敏 // I有限要素法によるシェル構造の解折

芦川 智 11 Activity Contourについての基礎的研究 // I原 広司

赤坂利幸機械工学非軸対称平而推力すべり軸受の流体潤滑に関する教授石原智男
研究

田中裕久 圧力制御弁の動特性に関する研究

竹間 勇 // Iヨーイングの周波数特性に閃する研究 ” 亘理 厚

吉村正雄 II I曲管の管内流動による振動の研究

黒 田道生 II き裂の干渉と疲れき裂の成長について ノI 北川英夫

朝 介一悦 産業機械工学密度変化をともなう材料の塑性加工 ” 鈴木 弘

利光 聰 ” 地震波形のパターン認識に閃する研究 ” 柴田 烈

吉田 郁夫 II パイビングレイアウトの自動設計に閃する研究 ” ” 
黒 田佳男 II 工作機械構造の振動特性計邸法に関する研究 助教授 佐藤貨芳

間涸 泰舶用機械工学シングルコンプレッション機関による燃焼の研究教授平尾 収

斎蒜 公正 II SBRの粘弾性的挙動に関する研究 ” 大井光四郎

江国 裕 II 周期的変動流内の翼の翼而圧力について II 水町長生

筒井 康賢 II 部分送入ラジアルタービンの流れに閃する研究 ” ” 
勝田 直 ” 生物体における熱的物性値の測定 助 教授棚沢一郎

関 馨桁密機械工学フルイデイクスの応用に関する研究 教授大島康次郎

吉安 ー電気工学渋 滞 交 差 点 の 制 御 の 研 究 II 森協義雄

津田俊隆 霞子工学 2次元予測を用いたファクシミリの帯域の圧縮 ( I/ 尾上守夫
助教授高木幹雄

教授浜崎裏二

II 安達芳夫

鈴木修三

堺 和夫

松 原俊郎

肝津 修

渡部俊太郎

金森 克

ハロゲン化銀感光材料の空間雑音の研究

砒化ガリウムの気相エビタキシャル成長に関する
研究

// I三次元映像 助教授

物理工学クリプトンイオンレーザにおける競合発振の研究11教授
助教授

｛教授
助教授

｛教授
助教授

” 
” 

” 

” 

セレンおよびテル）レ蒸気レーサの研究

超音波解董合した高分子溶液の研究

箭 興仁冶 金 学赤泥の工業的利用に関する研究 ” 
梅山 伸二 11 Fe-Mo合金の時効過程のメスバワー効果の研究｛助教授

教授

渡辺 正工業化学屯 極 反 応 の 増 感 の 研 究 助教授

大谷 規 険 合 成 化学 Nークロルアルキ｝レアミンの反応 教授

吉田耕一郎 11 WCJ,-n-BuLi触媒によるオレフィンメタセシス ” 
反応

石井 正雄 " I光分解性高分子の研究I 
助教授

岩元 和敏 " I白金オレフィン錯体の熱的性質に関する研究 ” 
若林 哲化巴f工学 i触媒反応の選択性の研究 教授

藤井阻—

闘
烏根飼岸 安勝雄生

明石和夫

石加藤田 正洋夫一

本多健一

浅原照三

II 

妹尾 学

” 
河添邦太朗
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2. 受託研究員・研究生など

大学，官公暑会社または個人の申し出により，本所において研究に従事し，本所教官

の指遅を受けることを希望する者には受託研究員，研究生，産業教育留学生などの制度が

適用される（その規定は巻末 189ページにある）. 46年度においてこれらの制度のもとに

研究指羽を受けた者の数は受託研究員 56名，研究生 45名である．

3. 研究発表会・講演会・講習会など

A. 生研講習会

工業技術に関する新しい学理と技術，その応用などにつき広く産業界等の研究者・技術

者を対象としたもので， 46年度は第 9回として， llfl催した．

なお，今後も継続して行なわれる．

1. 主 催：財団法人生産技術研究奨励会

2. 後 扱：東京大学生産技術研究所

3. 場 所：所内大会議室

4. 日 時：昭和 46年 6月 23日-25日 6.45-16.00

5. 受講者： 69名

6. 講義内容：「工学における新しい化学計測（公害対策の悲礎）」

題目は下記のとおり

碍i日← 義 内 容 講 師

(1) 化学計測と環埠測定 教授武藤義ー（エ博）

(2) 物質情報論と化学計測 教授野崎 弘（エ博）

(3) 透過型屯子顕微裟による勁的解析 助教授石田洋一（理博）

(4) 公害問題と化学計測 助教授早野茂夫（エ博）

(5) 環境汚染調査と制御へのアイソトープの応用 教授加戯正夫（エ博）

(6)工学的測定における写真の応用 助教授本多健一（エ博）

(7) 多孔性触媒吸泊剤の動的特性の測定 教授河添邦太朗（エ博）

(8) X線および電子線分光法による化学分折 助教授本間禎ー（エ拇）

(9) 熱鼠測定による固体表面の研究法 助教授高栂 浩（理博）
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第一日
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